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② 

戦
中
の
曳
山
祭

長
浜
曳
山
祭
で
曳
山
巡
行
お
よ
び
曳
山
狂
言
を
お
こ
な
わ
な
く
な
っ
た
の
は
、
昭

和
一
二
年
一
〇
月
の
祭
り
か
ら
で
あ
る
。
当
時
曳
山
祭
は
長
浜
祭
と
称
し
て
秋
祭

り
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
年
、
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て

日
中
戦
争
に
突
入
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
「
国
威
宣
揚
」
や
「
武
運
長
久
」

を
祈
願
す
る
動
き
が
拡
大
し
た
。
長
浜
で
も
七
月
二
六
日
に
は
長
浜
町
在
郷
軍
人

分
会
が
青
年
団
や
国
防
婦
人
会
と
と
も
に
国
威
宣
揚
祈
願
祭
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

九
月
か
ら
は
国
民
精
神
総
動
員
運
動
が
政
府
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
長
浜
町
で
は

一
〇
月
一
三
日
か
ら
一
九
日
ま
で
を
国
民
精
神
総
動
員
強
調
週
間
と
し
た
た
め
長

浜
祭
と
重
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
長
浜
祭
も
一
〇
月
の
祭
礼
に
備
え
て
九
月
に
開
か
れ

た
定
例
の
山
組
初
集
会
や
總
取
締
会
（
現
在
の
總
當
番
）・
臨
時
山
組
集
会
な
ど
で
、

国
威
宣
揚
武
運
長
久
祷
願
祭
と
し
て
一
〇
月
一
五
日
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
具
体
的
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

一
〇
月
一
三
日　

起
し
太
鼓
、
七
時
幣
迎
え
、
一
一
時
神
輿
渡
御
。

　

一
〇
月
一
五
日　

八
時
長
刀
組
太
刀
渡
り
、
九
時
太
刀
渡
り
御
旅
所
着
、　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
時
官
祭
。

　
　
　
　
　
　
　
　

各
曳
山
は
山
蔵
前
で
山
飾
り
・
御
幣
奉
安
・
お
神
酒
・
鏡
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
供
え
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
時
祷
願
祭
、
一
八
時
神
輿
還
御
・

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
時
半
太
刀
渡
り
・
長
刀
山
自
町
へ
。

　

一
〇
月
一
六
日　

一
〇
時
ま
で
に
幣
戻
し
。

曳
山
の
巡
行
と
曳
山
狂
言
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
登
り
山
・
夕
渡

り
・
朝
渡
り
・
戻
り
山
な
ど
の
行
事
は
取
り
や
め
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
祭

戦
中
・
戦
後
の
曳
山
祭

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川  

丈
雄

① 

は
じ
め
に

長
浜
曳
山
祭
の
歴
史
の
な
か
で
一
三
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
曳
山
狂
言
が
休
止

し
、
曳
山
の
巡
行
も
な
い
時
期
が
昭
和
一
二
年
か
ら
昭
和
二
四
年
に
か
け
て
あ
っ

た
。江

戸
時
代
に
は
将
軍
家
や
領
主
で
あ
っ
た
井
伊
家
の
不
幸
や
飢
饉
な
ど
に
よ
っ
て

休
止
・
中
止
・
延
期
が
あ
っ
た
こ
と
は
曳
山
狂
言
外
題
帳
な
ど
に
出
て
く
る
。
さ

ら
に
明
治
以
降
も
、
戊
辰
戦
争
・
八
幡
宮
本
社
落
雷
焼
失
・
日
清
戦
争
・
英
照
皇

太
后
崩
御
・
凶
作
・
大
水
害
・
日
露
戦
争
に
よ
る
狂
言
見
合
わ
せ
、
電
話
線
架
設

に
よ
る
曳
山
通
行
困
難
、
明
治
天
皇
崩
御
・
昭
憲
皇
太
后
崩
御
・
第
一
次
世
界
大

戦
・
大
正
天
皇
崩
御
・
満
州
事
変
に
よ
る
休
祭
や
休
狂
言
が
一
年
な
い
し
二
年
あ
っ

た
が
、
曳
山
狂
言
や
曳
山
巡
行
の
な
い
八
幡
宮
の
祭
り
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

「
總
當
番
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
現
在
運
営
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
曳
山
祭
の
「
祭

典
申
合
規
約
」
は
、
大
正
一
二
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
申
合
せ
に
し
た
が
っ
て
、

曳
山
祭
の
執
行
機
関
の
總
取
締
（
總
當
番
）
主
催
の
山
組
集
会
と
い
う
会
議
で
審

議
さ
れ
、
祭
典
の
執
行
が
決
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
長

浜
曳
山
祭
の
歴
史
の
な
か
で
休
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
戦
時
中
の
祭
り
や
そ
れ
が

戦
後
に
な
っ
て
復
活
す
る
と
こ
ろ
の
様
子
に
つ
い
て
「
總
當
番
記
録
」
に
よ
っ
て

見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。



戦中・戦後の曳山祭 | 238

一
〇
月
八
日
の
總
集
会
で
、
一
〇
月
一
二
日
か
ら
防
空
演
習
が
始
ま
る
た
め
、
中

止
と
な
り
、
祈
願
祭
や
慰
霊
祭
も
取
り
や
め
と
な
る
。
祭
り
の
実
際
は
多
少
予
定

時
刻
と
は
異
な
っ
た
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

一
〇
月
一
三
日　

起
し
太
鼓
、
七
時
幣
迎
え
、
一
一
時
半
神
輿
渡
御
。

一
〇
月
一
五
日　

八
時
半
太
刀
渡
り
八
幡
神
社
参
着
、
能
楽
堂
に
て
挨
拶
を
受
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　

小
憩
後
、
退
列
の
表
示
を
し
て
九
時
に
御
旅
所
へ
向
か
う
。

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
時
半
官
祭
、
一
九
時
還
御
祭
・
神
輿
還
御
・
長
刀
組
自
町

　
　
　
　
　
　
　
　

に
戻
る
。

一
〇
月
一
六
日　

七
時
一
九
分
幣
送
り
。

一
三
日
の
起
し
太
鼓
は
防
空
演
習
の
た
め
か
一
一
日
か
ら
の
音
響
停
止
と
い
う
こ

と
と
な
っ
た
が
許
可
さ
れ
た
。
飲
酒
な
ど
も
祭
り
気
分
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
山
蔵
前
の
山
飾
り
を
お
こ
な
わ
な
い
選
択
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
次
第
に
戦
時
色
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
の
二
か
月
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
一
七
年
は
、
太
平
洋
戦
争
一
年
目
だ
っ
た
が
、
日
中
戦
争
か
ら
五
年
間
曳
山

狂
言
が
休
み
と
な
っ
た
の
を
復
活
し
て
は
と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
が
、
投
票
に
よ

り
休
止
と
な
っ
て
い
る
。
行
事
は
前
年
に
準
じ
た
形
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

昭
和
一
八
年
の
祭
り
は
、
九
月
の
山
組
初
集
会
な
ど
で
の
検
討
の
結
果
、
大
正

一
二
年
の
「
祭
典
申
合
規
約
」
に
代
わ
っ
て
新
た
に
前
書
に
「
氏
神
祭
典
に
際
し
、

曳
山
狂
言
の
執
行
並
び
に
山
鉾
巡
行
の
儀
は
、
大
東
亜
聖
戦
完
遂
ま
で
自
粛
停
止

の
ほ
か
止
む
な
し
」
と
断
っ
て
、
「
大
東
亜
聖
戦
下
祭
典
暫
定
申
合
規
約
」
が
決
め

ら
れ
た
。

今
ま
で
の
曳
山
狂
言
執
行
を
前
提
と
し
た
祭
典
申
合
規
約
で
は
、
毎
年
協
議
し
て

狂
言
休
止
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
そ
の
前
提
も
な
く
し
て
当
初
か
ら

り
行
事
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
曳
山
は
各
山
組
の
山
蔵
前
に
曳
き
出
さ
れ

て
山
飾
り
さ
れ
た
。
現
在
の
祭
り
に
お
け
る
暇
番
山
の
山
蔵
前
で
の
山
飾
り
と
同

様
の
様
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
祷
願
祭
は
、
能
楽
堂
南
に
出
征
軍
人
遺
族
席
、
同
南
へ
来
賓
席
、
鳥
居
正

面
に
氏
子
総
代
席
・
七
郷
席
、
そ
し
て
御
幣
拝
受
順
に
長
刀
組
席
・
月
宮
殿
席
・
猩
々

丸
席
・
常
磐
山
席
・
鳳
凰
山
席
・
春
日
山
席
・
高
砂
山
席
、
拝
殿
正
面
西
側
に
諫

皷
山
席
・
翁
山
席
・
萬
歳
樓
席
・
孔
雀
山
席
・
壽
山
席
・
青
海
山
席
・
總
取
締
席

と
い
う
配
置
で
あ
っ
た
。
一
般
参
拝
者
席
は
拝
殿
正
面
と
西
側
の
各
山
組
席
の
後

ろ
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
情
景
が
記
念
写
真
に
も
残
っ
て
い
る
。

つ
い
で
昭
和
一
三
年
・
一
四
年
も
前
年
同
様
の
日
程
に
準
じ
て
祭
り
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
一
五
日
に
は
武
運
長
久
祈
願
祭
が
八
幡
神
社
（
八
幡
宮
）
で
、
一
六
日
は

幣
戻
し
後
に
慰
霊
祭
が
近
く
の
長
浜
小
学
校
の
講
堂
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
一
五
年
は
紀
元
二
千
六
百
年
で
あ
る
た
め
、
そ
の
記
念
事
業
が
山
組
集
会
で

検
討
さ
れ
て
い
る
。
狂
言
執
行
を
提
案
す
る
山
組
や
曳
山
倉
庫
を
建
設
し
て
陳
列

し
、
外
来
者
の
鑑
賞
を
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
勧
業
の
一
助
に
し
て
は
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
た
。
な
か
で
も
一
二
組
の
曳
山
を
神
前
に
曳
き
つ
け
る
と
い
う
案
は

検
討
対
象
に
な
っ
た
が
、
意
見
統
一
が
で
き
な
い
の
で
実
施
さ
れ
ず
、
前
年
の
日

程
に
し
た
が
っ
て
祭
り
は
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
年
は
一
五
日
の
一
四
時
か
ら
国

威
宣
揚
武
運
長
久
祈
願
祭
、
つ
い
で
一
五
時
か
ら
慰
霊
祭
が
八
幡
神
社
社
務
所
で

お
こ
な
わ
れ
た
。
祈
願
祭
で
は
拝
殿
に
出
征
家
族
席
、
拝
殿
の
東
側
に
来
賓
・
長

刀
組
・
御
幣
拝
受
順
第
一
番
山
組
か
ら
第
五
番
山
組
、
拝
殿
西
側
に
總
取
締
・
第

六
番
山
組
か
ら
第
一
二
番
山
組
の
席
が
設
け
ら
れ
た
。

昭
和
一
六
年
の
祭
り
は
、
九
月
の
山
組
集
会
で
總
取
締
当
番
組
の
二
基
の
曳
山
で

狂
言
を
執
行
し
て
、
戦
時
下
久
々
に
神
慮
を
慰
む
る
と
し
て
準
備
が
始
ま
っ
た
が
、
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一
四
時
各
山
組
籤
順
に
よ
り
幣
帛
（
御
幣
）
を
携
え
八
幡
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　

に
参
進
。
總
取
締
に
挨
拶
し
て
席
札
の
と
こ
ろ
へ
幣
帛
奉
安

　
　
　
　
　
　
　
　

し
整
列
。
一
四
時
一
番
山
よ
り
御
旅
所
へ
進
発
、
神
戸
町
角

　
　
　
　
　
　
　
　

に
て
囃
子
で
奉
迎
、
御
旅
所
神
前
入
り
、
挨
拶
し
て
幣
帛
を

　
　
　
　
　
　
　
　

神
輿
堂
内
に
奉
安
。
末
番
山
着
席
後
の
一
六
時
三
五
分
神
輿

　
　
　
　
　
　
　
　

還
御
。
一
六
時
五
〇
分
戻
り
山
。
戻
り
山
の
間
、
二
山
組
が

　
　
　
　
　
　
　
　

萬
歳
樓
後
山
と
鳥
新
席
に
て
囃
子
演
奏
。

一
〇
月
一
六
日　

九
時
ま
で
に
幣
送
り
。

翌
年
の
一
九
年
の
祭
り
は
前
年
と
同
様
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
出
征
な
ど
の
た
め

か
神
輿
の
人
員
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

③ 

戦
後
の
曳
山
祭 

昭
和
二
〇
年
は
、
八
月
一
五
日
の
終
戦
に
よ
り
、
九
月
の
山
組
取
締
会
や
總
集
会

で
は
、
敗
戦
の
状
況
下
の
た
め
曳
山
狂
言
・
幣
迎
え
・
太
刀
渡
り
・
神
輿
渡
御
の

中
止
が
決
ま
り
、
官
祭
の
み
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

翌
年
の
祭
り
は
官
祭
が
廃
止
、
祭
り
も
休
止
と
な
っ
た
。
一
方
で
戦
後
の
祭
り
の

復
活
、
活
用
な
ど
祭
り
の
あ
り
方
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
祭
り
の
休
止
・
祭
り
の
復
活
・

曳
山
の
活
用
・
食
糧
問
題
解
決
・
経
費
の
節
減
と
財
源
・
学
校
教
育
と
子
ど
も
狂

言
と
い
っ
た
種
々
の
課
題
な
ど
が
話
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
祭
典
復
興
の
委
員

会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
曳
山
祭
に
と
っ
て
大
変
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い
。

昭
和
二
二
年
九
月
の
山
組
集
会
で
は
、
曳
山
狂
言
を
執
行
し
た
場
合
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
な
る
の
か
、
「
進
駐
軍
」
を
始
め
関
係
機
関
へ
届
け
る
な
ど
の
予
備
折
衝
が

始
め
ら
れ
た
。
ま
た
京
都
祇
園
祭
の
状
況
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
九
月
の
山

曳
山
狂
言
休
止
・
曳
山
巡
行
な
し
と
い
う
前
提
で
の
暫
定
規
約
の
も
と
で
の
祭
り

と
な
っ
た
。

こ
の
暫
定
規
則
で
は
、
九
月
の
山
組
集
会
や
取
締
総
会
に
お
い
て
祭
り
も
時
局
が

切
迫
の
段
階
に
あ
る
の
で
、
賑
々
し
く
お
こ
な
う
曳
山
巡
行
な
ど
は
も
っ
と
も
慎

む
も
の
と
さ
れ
た
。
か
つ
、
今
後
警
報
の
発
令
が
い
つ
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
状

況
下
で
あ
る
こ
と
、
今
後
の
戦
局
の
前
途
が
見
え
て
こ
な
い
こ
と
や
平
和
と
な
っ

て
も
早
急
な
狂
言
執
行
は
で
き
が
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
全
国
に
有
名
な
長
浜

祭
の
祭
典
儀
式
だ
け
で
も
子
孫
に
伝
え
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
長

刀
組
の
古
式
祭
典
、
山
組
の
慣
例
と
な
っ
て
い
る
御
神
霊
を
お
迎
え
し
自
町
へ
奉

安
す
る
こ
と
を
一
歩
進
め
て
敬
神
の
誠
を
も
っ
て
御
神
霊
を
御
旅
所
に
迎
え
て
お

帰
り
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
の
祭
典
変
更
が
議
論
さ
れ
て
、
一
〇
月
一
〇
日
の
山

組
總
集
会
で
一
部
変
更
し
て
承
認
さ
れ
た
。　
　

表
に
比
較
し
て
い
る
よ
う
に
暫
定
申
合
規
約
で
は
、
従
来
の
大
正
一
二
年
の
申
合

規
約
か
ら
曳
山
狂
言
・
曳
山
巡
行
に
か
か
る
規
約
の
条
文
は
第
一
条
で
全
て
適
用

せ
ず
と
し
、
新
た
に
第
二
条
か
ら
一
一
条
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
警
戒

警
報
ま
た
は
、
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
全
て
停
止
と
あ
る
な
ど
、
戦
時

体
制
下
の
祭
り
へ
取
り
組
み
が
よ
く
う
か
が
え
る
。

こ
の
一
八
年
の
祭
り
は
つ
ぎ
の
と
お
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

一
〇
月
一
三
日　

各
山
組
起
し
太
鼓
、
七
時
幣
迎
え
・
神
輿
渡
御
、　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
時
籤
取
り
・
山
蔵
前
山
飾
り
・
警
報
注
意
。

一
〇
月
一
五
日　

 

八
時
太
刀
渡
り
八
幡
宮
着
、
同
二
〇
分
總
取
締
の
挨
拶
を
受
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

退
列
の
挨
拶
で
能
舞
台
の
一
番
山
猩
々
丸
出
笛
一
声
・
囃
子

　
　
　
　
　
　
　
　

 

を
お
こ
な
う
。
太
刀
渡
り
御
旅
所
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

 

一
〇
時
半
官
祭
。
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認
し
た
四
つ
の
演
目
に
な
っ
た
。

　

編
成　

一
組　

翁
山
・
青
海
山
・
鳳
凰
山　
　
　

馬
方
三
吉　

　
　
　
　

二
組　

壽
山
・
高
砂
山
・
諫
皷
山　
　
　

阿
漕
が
浦
平
次
住
家

　
　
　
　

三
組　

春
日
山
・
萬
歳
樓
・
孔
雀
山　
　

義
経
千
本
桜
道
行

　
　
　
　

四
組　

月
宮
殿
・
猩
々
丸　
　
　
　
　
　

二
十
四
孝
竹
の
子
堀
り

こ
の
演
目
で
、
一
五
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
御
旅
所
・
八
幡
宮
で
一
一
基
の
曳

山
が
出
て
、
四
番
組
ず
つ
を
演
じ
た
。
ま
た
各
組
内
に
お
い
て
も
随
時
演
じ
ら
れ
た
。

こ
れ
が
曳
山
祭
で
の
曳
山
狂
言
復
活
へ
の
契
機
と
な
っ
た
。
一
〇
月
の
秋
祭
り
は

曳
山
狂
言
が
中
止
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
太
刀
渡
り
・
幣
迎
え
・
神
輿
渡
御
な
ど
の

通
常
の
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
曳
山
祭
の
春
祭
り
へ
の
変
更
が
昭
和
二
五
年
に
引

き
継
が
れ
た
。

④ 

お
わ
り
に

昭
和
二
五
年
の
四
月
か
ら
、
一
〇
月
例
祭
に
執
行
と
な
っ
た
長
刀
組
太
刀
渡
り
を

除
い
て
、
八
幡
宮
の
春
祭
り
と
し
て
、
曳
山
巡
行
・
曳
山
狂
言
が
三
山
組
ず
つ
四

年
交
代
で
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
一
三

年
間
の
空
白
は
伝
承
上
も
大
変
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
祭
り
を
お
こ
な

う
人
々
の
、
祭
り
や
曳
山
狂
言
に
か
け
る
地
域
へ
の
思
い
や
文
化
継
承
へ
の
思
い

が
う
か
が
わ
れ
る
。

組
集
会
で
最
終
的
に
は
曳
山
狂
言
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
能
舞
台
に
仮
舞
台
を
設

け
、
長
浜
市
小
谷
丁
野
（
旧
湖
北
町
）
の
振
付
に
依
頼
し
て
三
役
や
子
ど
も
役
者

も
整
え
、
囃
子
を
長
浜
市
神
照
（
旧
長
浜
市
）
の
人
に
依
頼
し
た
。
狂
言
に
つ
い

て
は
、
せ
り
ふ
入
り
脚
本
や
役
者
や
執
行
場
所
な
ど
和
英
両
文
を
つ
け
て
連
合
軍

総
司
令
部
映
画
演
芸
係
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
幼
児
の
演
劇
は
和
文
の

み
で
よ
い
と
さ
れ
た
。
集
会
届
も
軍
政
隊
長
滋
賀
公
安
部
長
に
提
出
と
あ
り
占
領

軍
の
軍
政
下
の
手
続
き
が
起
こ
っ
て
い
る
。
占
領
下
の
祭
り
の
準
備
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
子
ど
も
狂
言
も
一
〇
月
に
起
こ
っ
た
関
東
大
水
害
の
罹
災
者
に
遠

慮
し
て
急
遽
中
止
と
な
っ
た
。
能
舞
台
で
は
長
浜
能
楽
会
に
よ
る
奉
納
が
あ
っ
た
。

狂
言
以
外
の
祭
り
は
、
一
〇
月
一
三
日
の
幣
迎
え
・
神
輿
渡
御
、
同
一
五
日
の
太

刀
渡
り
は
進
駐
軍
に
よ
っ
て
太
刀
を
供
出
さ
れ
た
た
め
休
止
し
た
が
、
官
祭
・
山

蔵
前
で
山
飾
り
・
神
輿
還
御
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
小
谷
の
子
ど
も
狂
言
は
翌
二
三
年
四
月
に
行
わ
れ
た
長
浜
市
の
市
制
五
周

年
記
念
で
復
活
し
、
二
番
組
を
八
幡
神
社
に
高
砂
山
、
神
戸
町
辻
に
孔
雀
山
、
御

旅
所
に
常
磐
山
を
出
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
同
年
秋
一
〇
月
の
曳
山
祭
に
つ

い
て
は
、
曳
山
狂
言
と
太
刀
渡
り
が
中
止
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
一
三
日
の
起
し
太

鼓
・
幣
迎
え
・
神
輿
渡
御
、
一
五
日
の
例
祭
・
能
舞
台
で
の
本
義
会
有
志
の
狂
言

奉
納
・
山
組
で
の
山
飾
り
・
神
輿
還
御
は
実
施
さ
れ
、
囃
子
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

一
六
日
に
は
幣
返
し
と
い
う
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

昭
和
二
四
年
は
、
曳
山
祭
に
と
っ
て
曳
山
狂
言
復
活
へ
の
足
掛
か
り
と
な
る
年
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
は
豊
臣
秀
吉
を
祀
る
豊
国
神
社
の
豊
公
三
五
〇
年
祭
に
、
修
理

中
の
常
磐
山
を
除
く
一
一
の
山
組
が
参
加
し
て
、
四
月
に
曳
山
狂
言
が
執
行
さ
れ

た
。
一
一
組
を
四
組
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
番
組
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
執
行
す
る

形
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
外
題
は
忠
義
や
殺
す
場
面
な
ど
が
は
ず
さ
れ
軍
政
部
が
承
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長浜曳山祭申合規約
( 大正１２年４月祭典適用・大正１３年９月祭典より実行 )

大東亜聖戦下祭典暫定申合規約
（昭和１８年１０月１０日議決）

条項 条文の要約 条項 条文の要約

前書 氏神祭典に際し曳山狂言の執行並びに山
鉾巡行の儀は大東亜聖戦完遂まで自粛停
止のほか止むなきに付、祭典申合規約を
暫定的につぎのとおり定める。

1 祭典執行に関し、各組より役員を選出して祭典をおこなう。
　　氏子総代　　２名　　　　長刀組　２名
　　山組　　各２名宛　　　　七郷　　２名

1 暫定規約に適用する。

2 前条の役員を取締 ( 現負担人 ) と称す。 暫定規約に適用する。
3 取締は、各組に於いて選び、９月１０日まで總取締 ( 現總當番 )

に通告する。
暫定規約に適用する。

4 取締はその組を代表し、かつ責任を負う。 暫定規約に適用する。
5 取締に事故差支あるときは必ず相当代理人を選出する。 暫定規約に適用する。
6 祭典執行に関し、各組より役員を選出して祭典執行に関する事務

を統括するため總當番を設ける。
暫定規約に適用する。

7 總取締は次の順序により毎年交代に事務を管理する。
　　１　常磐山組・青海山組　　２　萬歳樓組・春日山組
　　３　月宮殿組・孔雀山組　　４　諫皷山組・翁山組
　　５　鳳凰山組・壽山組　　　６　猩々丸組・高砂山組
ただし、一順終わったときは、山組集会において組替をすること
もできる。

暫定規約に適用する。

8 總取締に当たる山組は總取締係各６名を選出する。 暫定規約に適用する。
9 總取締として氏子総代、長刀組及び七郷より１名宛参加する。 暫定規約に適用する。

10 總取締は１０月１３日１４日は社務所、１５日は社務所、中間例
席及び御旅所付近に事務所または出張所を設け、戻り山終了まで
諸般の事務を司る。

暫定規約に適用する。

11 集会は３種とし、總取締が集会を招集する。
　　１、山組集会　　２、総集会　３、臨時集会　

暫定規約に適用する。

12 山組集会は毎年９月１７日に開会し、曳山狂言執行に関する事項
を決議する。

暫定規約に適用する。

13 總集会は第１条に定めた各組の總集会で、毎年１０月８日に開会
し、祭典執行に関する関係事項を決定する。

暫定規約に適用する。

14 臨時集会は總取締が必要と認めたときや、ほかからの要求があっ
た事項に必要と認めたときは總取締が集会を招集する。

暫定規約に適用する。

15 山組集会の議決は過半数をもって確定する。
可否同数の場合は總取締が決定する。

暫定規約に適用する。

16 山組集会において投票となったときは、その投票は各１個と定め
る。總取締は投票できない。

暫定規約に適用する。

17 總取締費は１３分し、各山組はその一分宛を、氏子総代・長刀組・
七郷においてはさらに分けて適宜負担する。

暫定規約に適用する。

18 總取締は祭典終了とともに記録を作成し、かつ経費の精算を結了・
賦課し、遅くとも１０月２３日までに次の總取締へ引継ぐこと。

暫定規約に適用する。

19 山組においては、曳山狂言に関する詳細書類、曳山据付場所、順
路、電灯・電話線に係る事項など必要事項を１０月５日までに總
取締に申し出ること。

適用しない。

20 長刀組は山鉾据付場所、順路、電線および歩渡順路など必要事項
を１０月５日までに總取締に申し出ること。

暫定規約に適用する。

21 七郷は神輿還御に奉仕の人員および順路など１０月５日までに總
取締に申し出ること。

暫定規約に適用する。

22 氏子総代は神輿渡御および官祭に関する事項を總集会に報告する
こと。

暫定規約に適用する。

23 總取締は各山組の狂言に対し、１０月７日までに演技時間を検し、
短縮の必要と認めたときは訂正を要求し、なるべく各組４０分以
内均一に協調すること。

適用しない。

24 毎年長刀組および山組の幣迎えは１０月１３日午前７時までに参
着し、長刀組は先頭、山組は抽籤で幣帛を拝受して順次帰町する。
午前７時以後の参着は、抽籤をせず参着順により幣帛を拝受して
帰町する。
各組とも参着の際は必ず總取締に挨拶する。

暫定規約に適用する。

大正 12 年祭典申合規約と昭和 18 年祭典申合規約の比較表
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長浜曳山祭申合規約
( 大正１２年４月祭典適用・大正１３年９月祭典より実行 )

大東亜聖戦下祭典暫定申合規約
（昭和１８年１０月１０日議決）

条項 条文の要約 条項 条文の要約
25 両神前そのほかの献灯の席順は、幣帛拝受の順位によりその年の

１０月１３日より向こう１年間この順位に準拠する。
ただし、恒例による特別なものはこの順位に限らない。

暫定規約に適用する。

26 長刀組は１０月１４日に山鉾を旅所に据付ける。 暫定規約に適用する。
27 両神前における曳山据付執行順位は抽籤により毎年おこなう。 暫定規約に適用する。
28 前条の順位の決定は、毎年１０月１３日午後２時に各山組取締お

よび籤取人各１名社務所に参集し、本社幣殿において總取締立会
のうえ執行する。
幣殿着席順は玉鬮で定める。
本鬮抽籤の順次は着席順によらず、さらに玉鬮をもって定める。
すべて社司および總取締の指揮に従う。

暫定規約に適用する。

29 １０月１４日山送りは晴雨にかかわらず正午１２時を期して末番
より順次本社神前に曳付け、予定の位置へ据付完了する。
自町曳き出しの際は次山に通知する。
各組とも神前到着および据付終了の際は、必ず總取締および前後
の山組へ挨拶する。

適用しない。

30 役者戻りは一番山着席のうえ、總取締の指揮により末番山より順
次整列、次山組へ挨拶のうえ帰町する。
舞台面飾付取り外しおよび雨具を用いることは、その組退列後に
着手する。
見送り取り外しは總取締の指揮による。

適用しない。

31 雨天と認めた場合は、その状況を前後の山組に挨拶の上、雨覆い
に着手する。急雨のときはこの限りでない。
１５日当日雨天急雨の際の雨具に関しては、本条規定を準用する。

適用しない。

32 官祭は１０月１５日午前６時に終了するよう準備する。 適用しない。
33 山組朝渡りおよび長刀組歩渡りは協調のうえ、当日午前８時まで

に終了する。
到着の際は總取締に挨拶する。
各山組とも１０月１５日午前５時までに山飾りを終了する。

適用しない。

34 長刀組が予定の位置に着いたときには、總當番は退列を促す。長
刀組退列のときは古例に準じ退列の表示をおこなう。
本社退列後、旅所神前に参拝し終って幣帛および具足を堂内の規
定の場所に飾付け、３名を超えない程で警衛する。

暫定規約に適用する。

35 前条の退列表示があれば一番山は直ちに總取締および次山組へ挨
拶のうえ、神前に据付け開始すること。以下順次間断なく開始執
行する。
一番山故障のため据付け開始することができないときは、總取締
は次山組を繰り上げ、その旨を各山組に通告する。
一番山の故障解除の場合、前項の通告を總取締がおこなっていれ
ば、一番山の復活はない。この場合は曳山据付執行抽籤順位によ
らず、故障のあった山組を除いた執行順位をもって開始する。
以下山組においても故障開始不能のときは総て本条規定を準用す
る。
山組故障解除したときは、直ちにその旨を總取締に申告し、その
指揮に随うものとする。この場合において總取締は事情を取調べ
臨機の処置ができる。
旅所曳山据付順位は、前各項適用の場合も変更はしない。

適用しない。

36 曳山狂言開始席の位置はつぎのとおり定める。
　１　本社　神前　　２　宮町　麻屋例席　　３　金屋町　シンコヤ辻例席
　４　片町　錢作例席　　５　神戸町　一八屋例席　　
　６　大手町　川崎辻例席　　７　御旅所　神前

適用しない。

37 前条の各席は空席とせず、間断なく曳山据付け開始すること。
前席の空いたときはたとえ狂言開始中でも中止して曳付ける。
狂言終了したときは前席の如何にかかわらず、その席を次山組へ
譲る。
一番山は旅所神前に曳山狂言終了まで点灯せず、電灯が点火して
も一番山に限り点火しない。

適用しない。

38 二番山以下は、先山旅所神前開始中に必ず豊橋（みのり橋）以東
付近に曳進し、諸準備を整え、先山着席の挨拶があれば、直ちに
神前に曳つけ執行する。

適用しない。

39 各山組は旅所神前へ曳付け執行するときは必ず總取締へ挨拶す
る。着席終ったときは總取締および前後山組へ挨拶をする。

適用しない。
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40 山鉾山組の点灯は電灯の点灯と同時に点火する。電灯故障の場合
は總取締が指揮する。

適用しない。

41 末番の山組は翌日午前１時までに旅所へ着席する。總取締その挨
拶を受けたときはただちに社司および七郷へ神輿還御の儀を促
す。

適用しない。

42 末番の山組着席と同時に一番山囃子をおこなう。
一番山の囃子をおこなうときは、二番山以下ともに囃子をおこな
い、もって戻り山の式を開始する。

適用しない。

43 末番山着席の挨拶が總取締からあったときは、社司および七郷は
神輿還御の儀をおこなう。
神輿が堂を出御すれば、再び堂内に担ぎいれることはできない。

適用しない。

44 神輿旧札ノ辻を東へ還御したときは、古例により長刀組を先頭に
各山組着席順をもって順次相互に挨拶のうえ、間断なく曳出し戻
り山の式をおこなう。

適用しない。

45 戻り山が終了した当日各山組はその組内において後宴をおこな
う。

適用しない。

46 本規約に記載なき事項であっても古来より良好なる慣例は尊重す
る。

適用しない。

47 山鉾および曳山進行中は特に諸電線および瓦斯などに十分注意を
し、故障のないように各監督をすること。
もし破損させた場合は復旧費そのほか損害が生じたときはその組
単独の負担とする。

適用しない。

48 本規約の修正加除の必要があるときは、總集会において規則の修
正加除をする。

適用しない。

49 本規約は、大正１３年９月より実行する。 適用しない。
50 大正１２年４月祭典において本規約を適用できる各条項は全てこ

の規約に準拠する。月の差異はあるが適用できるものは準拠する。
適用しない。

2 各山組は１５日までに本社神前に参通
し、同２時３０分一番山より順次御旅所
神前入りをする。
ただし、末番山組は神輿還御の発表時刻
３０分前に着席しなければならない。

3 神前入りをするときは、豊橋東詰に止ま
り、必ず總取締および前後の山組へ挨拶
をし、着席終わったときも同じく挨拶を
する。

4 山組は、豊橋より次の序列をもって御旅
所神前入りをおこなう。
１、陣提灯 一対 １、金棒 一対 １、幣帛 １、組内一同供奉

5 各山組御旅所着席のうえは、幣帛を神輿
堂内に奉安する。

6 神輿堂御前にて堂内奉安の幣帛を申し受
ける。

7 末番山組着席したときは總取締は直ちに
社司および七郷へ神輿還御の儀を促す。

8 前条の挨拶があったときは、社司および
七郷は神輿還御の儀をおこなう。

9 神輿が旧称「札ノ辻」を東へ還御したと
きは、古式により長刀組を先頭に山組は
着席順をもって相互に挨拶のうえ、間断
なく戻り山の式をおこなう。

10 本暫定申合規約は、晴雨にかかわらず実
行する。
ただし、時宣により總取締は臨機の処置
をすることができる。

11 警戒警報または空襲警報の発令があった
ときは全て停止する。

12 本暫定申合規約は、昭和１８年１０月の
秋季祭典より実行する。
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大正 12 年祭典申合規約

昭和 12 年 10 月 15 日 長浜曳山祭 国威宣揚武運長久祈願祭記念写真

昭和 18 年改正祭典暫定申合規約


